
特集・古代文学における地域性

ｌ
特
集
・
古
代
文
学
に
お
け
る
地
域
性
ｌ
音
と
文
字
か
ら
考
え
る
Ｉ

今
回
の
総
合
テ
ー
マ
「
古
代
文
学
に
お
け
る
地
域
性
ｌ
音
と
文
字
か
ら

考
え
る
ｌ
」
に
お
い
て
、
趣
旨
説
明
に
は
「
文
字
と
音
と
の
相
互
関
係
が

織
り
な
す
テ
キ
ス
ト
の
不
確
定
性
に
、
書
く
。
読
む
．
う
た
う
な
か
に
あ

ら
わ
れ
く
る
地
域
性
は
い
か
に
関
わ
る
の
か
。
古
代
文
学
に
お
け
る
音
と

文
字
と
の
相
関
関
係
に
、
地
域
性
と
い
う
視
点
か
ら
迫
る
」
と
あ
る
。
こ

の
場
合
の
「
地
域
性
」
を
ど
う
捉
え
れ
ば
よ
い
か
。
辞
書
的
に
は
「
そ
の

地域における特質・特徴（『遇。ｇ言富国ｇ①房言い．『①四目里ご）」

を
意
味
す
る
こ
の
語
か
ら
「
古
代
文
学
」
を
見
る
場
合
、
い
く
つ
か
の
視

点
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
「
あ
る
地
域
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て

い
る
か
」
。
た
と
え
ば
古
代
文
学
に
お
け
る
「
ア
ヅ
マ
」
な
ど
。
あ
る
い

は
「
あ
る
地
域
に
お
け
る
表
現
（
表
記
、
言
葉
等
）
の
特
色
」
と
し
て
、

東
歌
・
防
人
歌
、
あ
る
い
は
各
国
風
土
記
の
特
色
な
ど
。
し
か
し
た
と
え

ば
風
土
記
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
編
纂
を
担
う
国
司
は
中
央
官
人
で
あ

る
一
方
、
編
纂
作
業
に
お
け
る
原
資
料
の
問
題
な
ど
、
ど
こ
ま
で
「
地
域

（１）

性
」
を
問
え
る
か
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
問
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
地
域
性
」
と
い
う
視
点
が
も
つ
複
数
の
可
能
性
を
ふ
ま

オ
ケ
・
ヲ
ケ
「
詠
辞
」
に
み
る
「
地
域
性
」
兼
岡
理
恵

は
じ
め
に ｌ

『
播
磨
国
風
土
記
』
美
雲
郡
志
深
里
条
を
中
心
に
Ｉ

一
、
「
詠
辞
」
の
表
記

（３）

ま
ず
、
「
播
磨
』
『
日
本
書
紀
』
「
古
事
記
」
の
本
文
を
掲
げ
る
。
提
示

す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
お
よ
び
名
告
り
の
詞
章
に
つ
い
て
、
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
ふ
っ
た
（
以
下
、
各
国
風
土
記
は
、
『
播
磨
』
『
常
陸
』

の
よ
う
に
、
国
名
・
二
重
カ
ギ
括
弧
で
表
記
す
る
）
。

え
つ
つ
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
美
嚢
郡
志
深

里
条
、
い
わ
ゆ
る
オ
ケ
・
ヲ
ケ
伝
承
で
あ
る
。
同
記
事
は
「
日
本
書
紀
』

『
古
事
記
』
に
類
話
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
既
に
多
く
の
論
考

がある髄、説話全体の分析や伝承者の問題、また記紀を、王に論

じ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
特
に
「
播
磨
国
風
土
記
』

中
の
「
詠
辞
」
ｌ
オ
ヶ
・
ヲ
ケ
の
「
名
告
り
」
訶
章
に
つ
い
て
、
そ
の
表

現
性
、
そ
こ
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
「
地
域
性
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き

たい。
．
『
播
磨
』
美
嚢
郡
志
深
里

於
笑
・
衰
笑
の
天
皇
等
、
こ
の
士
に
坐
し
し
所
以
は
、
御
父
、
市
辺

の
天
皇
命
、
近
江
の
国
の
擢
綿
野
に
殺
さ
え
ま
し
し
時
に
、
日
下
部

夏
期
セ
ミ
ナ
ー
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の
連
意
美
を
率
て
逃
れ
来
て
、
惟
の
村
の
石
室
に
隠
り
た
ま
ひ
き
。

然
る
後
に
、
意
美
、
自
ら
重
き
罪
な
る
を
知
り
て
、
乗
れ
る
馬
等
は
、

そ
の
筋
を
切
断
ち
て
逐
ひ
放
ち
き
。
亦
、
持
て
る
物
、
按
等
は
、
尽

に
焼
き
廃
て
、
す
な
は
ち
経
き
死
に
き
。
ホ
に
、
二
人
の
み
子
等
、

彼
此
東
西
に
隠
り
迷
ひ
た
ま
ひ
き
。
側
り
て
、
志
深
の
村
の
首
、
伊

等
尾
の
家
に
役
は
え
た
ま
ひ
き
。
伊
等
尾
が
新
室
の
宴
す
る
に
因
り

て
、
二
は
し
ら
の
み
子
等
に
燭
さ
し
め
、
価
り
て
、
詠
辞
を
挙
げ
し

め
き
◎
ホ
に
、
兄
弟
各
相
譲
り
、
す
な
は
ち
弟
、
立
ち
て
詠
ひ
た
ま

ひ
き
。
そ
の
辞
に
日
ひ
し
ぐ
、

Ａ
多
良
知
志
吉
備
鉄
狭
鍬
持
如
田
打
手
拍
子
等
吾
将
為

憐
（
た
ら
ち
し
吉
備
の
鉄
の
狭
鍬
持
ち
田
打
つ
如
す
手
拍

て
子
等
吾
は
憐
為
む
）

又
、
詠
ひ
た
ま
ひ
き
。
そ
の
辞
に
日
ひ
し
ぐ
、

Ｂ
淡
海
者
水
淳
国
倭
者
青
々
垣
々
山
投
坐
市
辺
之
天
皇

御
足
末
奴
僕
良
麻
者

（
淡
海
は
水
淳
む
国
倭
は
青
垣
青
垣
の
山
投
に
坐
し
し

市
辺
の
天
皇
が
御
足
末
奴
僕
ら
ま
）

と
い
へ
れ
ば
、
す
な
は
ち
、
諸
人
等
、
皆
畏
み
て
走
り
出
で
き
。

ホ
に
、
針
間
の
国
の
山
門
の
領
に
遣
は
さ
え
し
山
部
の
連
少
楯
、
相

聞
き
相
見
て
、
語
り
て
云
ひ
し
ぐ
、
「
こ
の
み
子
の
為
に
、
汝
が
み

母
手
白
髪
の
命
、
昼
は
食
さ
ず
、
夜
は
寝
ね
ず
、
あ
る
は
生
き
、
あ

る
は
死
に
て
、
泣
き
恋
ひ
ま
せ
る
み
子
等
ぞ
」
と
い
ひ
き
。
価
り
て

参
上
り
て
、
右
件
の
ご
と
く
啓
し
し
か
ば
、
す
な
は
ち
歓
び
哀
し
み

泣
き
て
、
少
楯
を
還
り
遣
り
て
召
し
上
げ
た
ま
ひ
き
。
価
り
て
、
相

．
『
日
本
書
紀
』
顕
宗
即
位
前
紀

寿
き
畢
り
て
、
乃
ち
節
に
赴
き
て
歌
し
て
日
は
く
、

Ｃ
伊
儲
武
斯
瞳
努
簸
群
比
野
嫌
擬
療
逗
愈
凱
歴
鍵
餌
企
於
己

陀
智
曾
能
泥
播
宇
世
儒

（
稲
蒔
川
副
楊
水
行
け
ば
廃
き
起
き
立
ち
其
の
根
は
失

せず）

と
の
た
ま
ふ
。
小
楯
、
謂
り
て
日
は
く
、
「
可
怜
し
。
願
は
く
は
復

聞
か
む
」
と
い
ふ
。
天
皇
、
遂
に
殊
憐
を
作
し
た
ま
ひ
、
〈
殊
燐
。

古
に
立
出
憐
と
謂
ふ
。
立
出
。
此
に
は
陀
豆
豆
と
云
ふ
。
憐
ふ
状
は
、

乍
は
起
ち
乍
い
は
居
て
憐
ふ
な
り
〉
諾
ぴ
て
日
は
く
、

Ｄ
倭
者
彼
彼
茅
原
浅
茅
原
弟
日
僕
是
也

（
倭
は
そ
そ
茅
原
浅
茅
原
弟
日
僕
ら
ま
是
な
り
）

と
の
た
ま
ふ
。
小
楯
、
是
に
由
り
て
深
く
奇
異
び
、
更
に
唱
は
し
む
。

天
皇
、
誰
ぴ
て
日
は
く
、

Ｅ
石
上
振
之
神
椙
伐
本
裁
末
於
市
辺
宮
治
天
下
天
万
国
万

押
磐
尊
御
商
僕
是
也

（
石
上
振
の
神
椙
本
伐
り
末
裁
ひ
市
辺
宮
に
天
下
治

め
た
ま
ひ
し
天
万
国
万
押
磐
尊
の
御
嵩
僕
ら
ま
是
な
り
）

と
の
た
ま
ふ
。
小
楯
、
大
き
に
驚
き
て
席
を
離
れ
、
帳
然
み
て
再
拝

み
、
承
事
り
供
給
り
て
、
属
を
率
ゐ
て
欽
伏
る
。
是
に
悉
に
郡
民
を

見
相
語
ら
ひ
た
ま
ひ
き
。
此
よ
り
以
後
に
、
更
、
還
り
下
り
て
、
宮

を
こ
の
土
に
造
り
て
坐
し
き
。
故
れ
、
高
野
の
宮
・
少
野
の
宮
・
川

村
の
宮
・
池
野
の
宮
あ
り
。
又
、
屯
倉
を
造
り
し
処
を
、
す
な
は
ち

御
宅
の
村
と
号
け
、
倉
を
造
り
し
処
を
、
御
倉
尾
と
号
く
。
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．
『
古
事
記
」
清
寧
記

爾
く
し
て
、
山
部
連
小
楯
、
針
間
国
の
宰
に
任
り
し
時
に
、
其
の
国

の
人
民
、
名
は
志
自
牟
が
新
室
の
楽
せ
る
に
到
り
き
。
是
に
、
盛
り

に
楽
ぴ
、
酒
酎
に
し
て
、
次
第
を
以
て
皆
憐
ひ
き
。
故
、
火
を
焼
く

少
子
二
口
、
竃
の
傍
に
居
れ
ば
、
そ
の
少
子
等
に
憐
は
し
め
き
。
爾

く
し
て
、
其
の
一
の
少
子
が
日
ひ
し
ぐ
、
「
汝
兄
、
先
づ
僻
へ
」
と

い
ひ
し
か
ば
、
其
の
兄
も
亦
、
日
ひ
し
ぐ
、
「
汝
弟
、
先
づ
憐
へ
」

と
い
ひ
き
。
如
此
相
譲
り
し
時
に
、
其
の
会
へ
る
人
等
、
其
の
相
譲

る
状
を
咲
ひ
き
。
爾
く
し
て
、
遂
に
兄
憐
ひ
詑
り
て
、
次
に
弟
侮
は

む
と
す
る
時
に
、
詠
為
て
日
は
く
、

Ｆ
物
部
之
我
夫
子
之
取
侃
於
大
刀
之
手
上
丹
画
著
其
緒

者
載
赤
幡
立
赤
幡
見
者
五
十
隠
山
三
尾
之
竹
芙
訶
岐
刈

末
押
摩
魚
寶
如
調
八
絃
琴
所
治
賜
天
下
伊
耶
本
和
気
天
皇

之
御
子
市
辺
之
押
歯
王
之
奴
末

（
物
部
の
我
が
夫
子
が
取
り
侃
け
る
大
刀
の
手
上
に
丹
画

き
著
け
其
の
緒
は
赤
幡
を
載
せ
赤
幡
を
立
て
て
見
れ
ば

五
十
隠
る
山
の
三
尾
の
竹
を
掻
き
刈
り
末
押
し
摩
ぶ
る
な

す
八
絃
の
琴
を
調
ぶ
る
如
く
天
の
下
を
治
め
た
ま
へ
る

発
し
て
宮
を
造
る
。
不
日
権
に
安
置
せ
奉
る
。
乃
ち
京
都
に
詣
で
て

二
王
を
迎
へ
む
こ
と
を
求
む
。
白
髪
天
皇
、
聞
し
め
し
て
、
蟇
ぴ
杏

歎
き
て
日
は
く
「
朕
、
子
無
し
。
以
ち
て
嗣
と
す
べ
し
」
と
の
た
ま

ひ
、
大
臣
・
大
連
と
、
策
を
禁
中
に
定
め
た
ま
ふ
。
価
り
て
播
磨
国

司
来
目
部
小
楯
を
し
て
、
節
を
持
ち
左
右
の
舎
人
を
将
て
、
赤
石
に

至
り
て
迎
へ
奉
ら
し
む
。

Ａ
～
Ｆ
の
う
ち
、
「
日
本
書
紀
」
の
Ｃ
の
み
が
一
字
一
音
表
記
で
、
他

は
表
意
・
表
音
混
清
と
な
っ
て
い
る
。
Ｃ
は
そ
の
前
文
に
「
節
に
赴
き
て

歌
し
て
日
は
く
」
と
、
歌
わ
れ
た
ウ
タ
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る

の
で
、
一
字
一
音
表
記
で
記
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
Ｃ
以
外
の
詞
章

に
関
し
て
、
小
島
瑛
禮
は
、
こ
れ
ら
は
歌
謡
に
類
す
る
も
の
の
、
歌
謡
よ

り
散
文
に
近
い
文
芸
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
こ
の
辞
を
唱
え

る
こ
と
を
、
記
と
風
土
記
で
は
「
詠
」
、
紀
で
は
「
誰
」
と
し
、
「
誰
」
は

命
令
を
下
す
意
、
「
詠
」
は
声
を
引
い
て
う
た
う
意
で
あ
り
、
「
宣
命
な
ど（４）

に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
な
、
神
や
天
皇
の
宣
言
を
伝
え
る
文
芸
」
と
す
る
。

ま
た
吉
田
修
作
も
、
清
寧
記
の
名
告
り
（
Ｆ
）
に
つ
い
て
、
「
詠
」
は
声

を
長
く
引
い
て
吟
詠
す
る
も
の
で
、
歌
に
近
く
、
表
現
は
枕
詞
的
語
句
や
、

比
嚥
を
用
い
る
神
の
託
宣
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
も
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に

当
該
詞
章
は
、
韻
律
的
に
歌
に
近
く
と
も
、
文
字
表
現
と
し
て
は
漢
字
訓

（５）

読
表
記
法
を
取
っ
た
と
し
て
い
る
。
「
詠
」
は
『
説
文
』
に
「
詠
、
歌
也
」

と
あ
る
が
、
「
古
事
記
』
に
お
い
て
「
詠
」
は
、
単
体
で
「
ウ
タ
を
う
た

う
」
と
い
う
意
味
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
風
土
記
も
同
様
で
、
風

土
記
に
お
け
る
「
詠
」
は
、
こ
の
美
嚢
郡
志
深
里
条
の
三
例
以
外
で
は
、

『
播
磨
』
一
例
（
「
因
此
野
謝
歌
」
〈
賀
毛
郡
〉
）
、
『
常
陸
』
二
例
（
「
謝
歌

伊
耶
本
和
気
天
皇
の
御
子
市
辺
之
押
歯
王
の
奴
末
）

爾
く
し
て
、
即
ち
小
楯
連
、
聞
き
驚
き
て
、
床
よ
り
堕
ち
転
び
て
、

其
の
室
の
人
等
を
追
ひ
出
し
て
、
其
の
二
柱
の
王
子
を
左
右
の
膝
の

上
に
坐
せ
、
泣
き
悲
し
ぴ
て
、
人
民
を
集
め
て
仮
宮
を
作
り
、
其
の

仮
宮
に
坐
せ
置
き
て
、
駅
使
を
貢
上
り
き
。
是
に
、
其
の
膜
飯
豊
王
、

聞
き
歓
び
て
、
宮
に
上
ら
し
め
き
。
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甚
多
」
〈
筑
波
郡
〉
、
「
認
歌
云
」
（
茨
城
郡
〉
）
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
歌
」

と
い
う
語
と
併
用
さ
れ
た
上
で
、
一
字
一
音
表
記
の
ウ
タ
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
一
方
「
詠
」
の
み
の
用
例
と
し
て
は
、
『
伊
予
』
逸
文
（
「
釈
日
本

紀
』
所
収
）
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

宿
奈
砒
古
奈
の
命
を
以
ち
て
漬
浴
し
し
か
ば
、
暫
の
間
あ
り
て
活
起

り
居
り
。
然
て
謝
瑚
矧
日
は
く
「
真
暫
に
も
寝
つ
る
か
も
」
と
い
ふ
。

（
以
二
宿
奈
砒
古
奈
命
一
而
、
漬
浴
者
、
暫
間
有
活
起
居
。
然
謝
日
「
真

暫寝哉」）

こ
れ
は
失
神
し
た
ス
ク
ナ
ビ
コ
ナ
が
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
豊
後
国
速
見
郡

か
ら
引
い
た
湯
（
現
在
の
別
府
温
泉
）
に
よ
っ
て
覚
醒
し
た
時
の
台
詞
で
、

「
真
暫
に
も
寝
つ
る
か
も
（
あ
あ
、
よ
く
寝
た
な
あ
）
」
と
「
詠
」
Ｉ
声
を

長
く
伸
ば
し
て
叫
ぶ
、
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
各
国
風
土
記
に
お
い
て
も
「
詠
」
単
体
で
、
ウ
タ
う
こ
と

を
示
す
例
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
よ
り
、
当
該
詞
章
は
ウ
タ
で
は
な
い
と
位

置
づ
け
ら
れ
つ
つ
、
特
別
な
発
声
を
も
つ
名
告
り
の
詞
章
と
し
て
、
記
載

（６）

さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
、
「
詠
辞
」
の
地
名

次
に
「
播
磨
」
詠
辞
（
Ａ
・
Ｂ
）
の
特
色
と
し
て
、
「
吉
備
」
（
Ａ
）
、

「
淡
海
」
「
倭
」
（
Ｂ
）
と
、
複
数
の
地
名
（
国
名
）
が
掲
げ
ら
れ
る
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
倭
」
は
、
「
日
本
書
紀
』
（
Ｄ
）
に
も
あ
る
が
、

そ
れ
に
関
し
て
は
後
述
す
る
と
し
、
ま
ず
「
吉
備
」
（
Ａ
）
に
つ
い
て
見

ていこ語フ。

１
，

二
口
備
L--

し
き
」
と
、
大
吉
備
津
日
子
命
と
若
建
吉
備
津
日
子
命
に
よ
る
吉
備
国
征

討
の
入
り
口
と
し
て
播
磨
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
景
行
記
」

に
は
、
景
行
天
皇
の
后
で
あ
る
「
針
間
之
伊
那
毘
能
大
郎
女
」
は
、
「
吉

備
臣
等
之
祖
、
若
建
吉
備
津
日
子
之
女
」
と
あ
る
。
一
方
「
播
磨
」
で
は
、

賀
古
郡
含
藝
里
南
砒
都
麻
の
起
源
證
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

郡
の
南
の
海
中
に
小
嶋
あ
り
。
名
を
南
砒
都
麻
と
日
ふ
。
志
我
の
高

穴
穂
の
宮
に
御
宇
し
め
し
し
天
皇
の
御
世
に
、
丸
部
の
臣
等
の
始
祖

比
古
汝
茅
を
遣
り
て
、
国
の
堺
を
定
め
し
め
た
ま
ふ
。
そ
の
時
、
吉

燗
則
討
引
封
引
偏
則
詞
の
二
人
、
参
迎
へ
き
。
こ
こ
に
比
古
汝
茅
、
吉

備
比
売
に
要
ひ
て
生
め
る
児
、
印
南
の
別
嬢
な
り
。
こ
の
女
の
端
正

し
き
こ
と
、
当
時
に
秀
れ
た
り
。
そ
の
時
、
大
帯
日
子
の
天
皇
、
こ

の
女
に
姿
は
む
と
欲
し
て
下
り
幸
行
し
き
。
別
嬢
聞
き
て
、
す
な
は

ち
件
の
鴫
に
遁
げ
度
り
て
隠
ぴ
居
り
き
。
故
れ
、
南
砒
都
麻
と
日
ふ
。

こ
れ
は
「
播
磨
』
賀
古
郡
条
の
前
半
に
記
さ
れ
る
、
景
行
天
皇
に
よ
る

Ａ
の
冒
頭
「
た
ら
ち
し
吉
備
の
鉄
の
狭
鍬
持
ち
田
打
つ
如
す
」

は
、
続
く
「
手
拍
て
子
等
吾
は
憐
為
む
」
を
導
き
出
す
序
詞
的
表
現
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
、
な
ぜ
「
吉
備
」
と
い
う
地
名
が
示
さ
れ
る
の
か
。
た

と
え
ば
長
野
一
雄
は
「
播
磨
に
近
い
吉
備
の
鍬
と
、
そ
れ
を
も
っ
て
の
労

働
を
歌
い
こ
め
て
い
る
の
は
、
い
か
に
も
在
地
民
謡
と
み
ら
れ
る
」
と
し

（７）

て
い
る
。
ま
た
大
久
間
喜
一
郎
も
、
民
謡
風
の
歌
句
と
し
て
、
播
磨
の
国

（８）

に
伝
承
さ
れ
た
土
着
の
歌
謡
を
採
用
し
た
可
能
性
を
説
く
。
し
か
し
「
吉

備
」
は
、
単
に
播
磨
と
地
理
的
に
近
い
と
い
う
以
上
の
意
味
、
「
地
域
性
」

を
も
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
古
事
記
』
、
「
孝
霊
記
」
で
は
、
「
大
吉
備

津
日
子
命
と
若
建
吉
備
津
日
子
命
と
の
二
柱
は
相
副
ひ
て
、
針
間
の
氷
河

之
前
に
忌
会
を
居
ゑ
て
、
針
間
を
道
の
口
と
為
て
、
吉
備
国
を
言
向
け
和
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印
南
別
嬢
の
妻
問
い
伝
承
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
吉
備
津
彦

と
賀
古
郡
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
『
続
日
本
紀
」
天
平
神
護
元
年
（
七
六

五
）
五
月
庚
戌
（
二
十
日
）
条
に
、
賀
古
郡
の
馬
養
造
人
上
と
い
う
人
物

が
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
姓
の
変
更
を
求
め
た
記
事
が
あ
る
。

人
上
が
先
祖
吉
備
都
彦
が
苗
喬
、
上
道
臣
息
長
借
鎌
、
難
波
高
津
朝

庭
に
於
て
、
掴
闇
国
倒
司
訓
訓
闘
劉
に
家
居
し
た
り
。
そ
の
六
世
の

孫
牟
射
志
、
能
く
馬
を
養
ふ
を
以
て
、
上
宮
太
子
に
仕
へ
て
馬
司
に

任
せ
ら
る
。
斯
に
因
り
て
庚
午
の
年
、
籍
を
造
り
し
日
、
誤
り
て
馬

養
造
に
編
ま
れ
き
。
伏
し
て
願
は
く
は
、
居
地
の
名
を
取
り
て
、
印

性域

南
野
臣
の
姓
を
賜
は
む
こ
と
を
。

繩角川文庫『風土記』では、この記事を、吉備比古・吉備比売

洲に結びついた印南別嬢物語の伝承者を推測する上で、貴重な資

靴料であると指摘している。そして、これまで掲げてきた吉備お

倣よび吉備氏関連記事は、いずれも賀古（印南）郡に関するもの

古
だ
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
オ
ケ
・
ヲ
ケ
伝
承
の
舞
台
で
あ
る
美
嚢

牒郡は、賀古郡を流れる加古川（『播磨』では「印南川」）の上流

の
支
流
・
美
嚢
川
流
域
に
あ
り
、
両
郡
は
河
川
交
通
で
結
ば
れ
て
い
た
地

域
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
続
日
本
紀
』
延
暦
八
年
（
七
八
九
）
十
二
月
乙

亥
（
八
日
）
条
に
は
、
播
磨
国
美
嚢
郡
大
領
の
韓
鍛
首
広
富
が
、
稲
六
万

束
を
「
水
児
船
瀬
」
に
献
上
し
、
外
従
五
位
下
を
叙
位
さ
れ
る
と
い
う
記

事
が
あ
る
。
こ
の
「
水
児
船
瀬
」
は
、
『
播
磨
』
賀
古
郡
鴨
波
里
舟
引
原

条
に
お
け
る
「
印
南
の
大
津
江
」
と
さ
れ
る
。

こ
の
里
に
舟
引
原
あ
り
。
昔
、
神
前
の
村
に
荒
ぶ
る
神
あ
り
て
、
毎

に
行
人
の
舟
を
半
ば
留
め
き
。
こ
こ
に
、
往
来
の
舟
、
悉
に
印
南
の

対
調
狐
に
留
ま
り
、
川
頭
に
上
り
、
賀
意
理
多
の
谷
よ
り
引
き
出
で

に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
箇
所
の
本
文
解
釈
に
つ
い
て
確
認
し
て

お
き
た
い
。
『
播
磨
」
三
条
西
家
本
の
本
文
は
「
淡
海
者
水
淳
国
倭
者

冑
園
釧
訓
凹
掴
幽
市
邊
之
天
皇
御
足
末
奴
僕
良
麻
者
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
、
た
と
え
ば
敷
田
年
治
「
標
注
播
磨
風
土
記
」
で
は
、
『
遊
仙
窟
』

「青垣の

２、「淡海」「倭」

続
い
て
、
Ｂ
「
淡
海
」
「
倭
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
そ
の
冒
頭

「
淡
海
者
水
淳
国
倭
者
青
垣
…
」
は
、
い
わ
ゆ
る
国
讃
め
の
形
式

（９）

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
意
味
と
し
て
、
「
淡
海
（
近
江
）
」

に
つ
い
て
は
、
三
浦
佑
之
が
述
べ
る
よ
う
に
「
市
辺
天
皇
命
」
が
殺
害
さ

（Ⅷ）

れ
た
地
、
一
方
「
倭
（
大
和
）
」
は
「
天
皇
が
鎮
座
す
る
地
」
と
し
て

て
、
赤
石
の
郡
林
の
潮
に
通
し
出
し
き
。
故
れ
、
舟
引
原
と
日
ふ
。

舟
引
原
、
お
よ
び
神
前
村
は
遺
称
地
不
明
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
印
南
の

大
津
江
」
（
Ⅱ
「
水
児
船
瀬
」
）
か
ら
印
南
川
を
遡
上
し
、
賀
意
理
多
の
谷

を
「
船
越
」
し
て
明
石
川
に
わ
た
し
、
そ
こ
か
ら
下
っ
て
河
口
の
「
赤
石

の
郡
林
の
潮
」
に
行
く
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
記
事
か
ら
、
美
嚢
川
・
加

古
（
印
南
）
川
の
河
川
交
通
と
、
瀬
戸
内
海
交
通
の
繋
が
り
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
前
掲
『
続
日
本
紀
』
記
事
で
、
美
嚢
郡
の
大
領
が
「
翰
鋼
首
広

富
」
で
あ
っ
た
と
い
う
点
も
、
Ａ
「
た
ら
ち
し
笥
偏
呵
鋼
」
と
い
う
表

現
を
考
え
る
上
で
見
逃
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
Ａ
「
吉
備
」
は
、
単
に
播
磨
と
地
理
的
に
近

い
と
い
う
以
上
の
意
味
を
有
す
る
、
美
嚢
郡
周
辺
地
域
に
お
け
る
吉
備
氏

と
の
関
連
も
想
起
さ
せ
る
「
地
域
性
」
を
も
っ
た
地
名
と
し
て
、
位
置
づ

け
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

山
投
に
坐
し
し
市
辺
の
天
皇
」
を
導
く
、
と
い
う
構
成
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ヨ川里ア

に
「
欲
下
投
二
娘
子
一
片
時
停
歌
上
」
と
あ
る
の
に
基
づ
き
「
青
垣
垣
山

よ
り
坐
す
」
と
訓
み
、
栗
田
寛
「
標
注
古
風
土
記
』
は
「
青
垣
之
山
於

坐
」
の
誤
と
す
る
。
ま
た
井
上
通
泰
『
播
磨
国
風
士
記
新
考
』
は
、
も
と

「
倭
者
青
垣
叫
園
国
倭
坐
市
辺
天
皇
」
と
あ
っ
た
の
が
、
「
青
垣
」
の
下
に

「
々
」
を
入
れ
「
隠
国
」
を
脱
し
、
か
つ
「
倭
」
を
「
投
」
に
誤
っ
た
と

す
る
。
こ
れ
ら
の
説
に
対
し
「
大
系
」
が
、
「
青
々
垣
々
山
」
（
青
垣
青
垣

山
の
古
い
書
法
）
の
脱
、
あ
る
い
は
「
青
々
垣
々
山
々
」
（
青
垣
山
、
青

垣
ノ
山
投
二
・
：
）
と
し
、
「
山
投
」
Ⅱ
地
名
ヤ
マ
ト
と
解
し
、
現
在
で
は

伽
地
名
ヤ
マ
ト
と
す
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
周
知
の
通
り
「
播
磨
」

鮒には二一条西家本以外、比校できる伝本もなく、本文解釈にはし

ｒる
ば
し
ば
困
難
を
伴
う
。
地
名
ヤ
マ
ト
に
関
し
て
は
、
「
山
投
」
と
し
た
例

勢
は
他
に
な
く
、
ま
た
風
土
記
に
お
け
る
地
名
ヤ
マ
ト
の
表
記
も
、
「
倭
」

開（『常陸』行方郡、『播磨』飾磨郡、『伊予』逸文）、「大倭国」

厭含播磨』揖保郡）、「大倭」（『伊勢』逸文）と、「倭」あるいは

ヶ
「
大
倭
国
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
「
倭
は
青
垣
青
垣

ヲ．
山
投
…
」
と
、
「
青
垣
」
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
名
ヤ
マ
ト

ケオ
（
倭
）
が
含
む
「
山
」
の
意
を
、
「
山
投
」
と
表
記
す
る
こ
と
で
、
視
覚
的

に
明
示
す
る
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、

初
句
「
淡
湖
者
水
淳
国
」
の
「
海
」
に
対
す
る
「
山
」
と
い
う
対
表
現

に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
万
葉
集
』
巻
１
．
二
番
歌
、
野
明
天
皇

の
望
国
歌
に
お
け
る
「
大
和
（
山
常
）
に
は
群
山
あ
れ
ど
と
り
よ
る

ふ
天
の
香
具
山
登
り
立
ち
国
見
を
す
れ
ば
国
原
は
煙
立
ち
立

つ
海
原
は
か
ま
め
立
ち
立
つ
．
：
」
に
お
け
る
地
名
ヤ
マ
ト
Ⅱ
「
山

常
」
の
表
記
、
ま
た
「
国
原
は
煙
立
ち
立
つ
召
囲
刷
刷
か
ま
め
立
ち

立
つ
」
と
い
う
「
国
原
／
海
原
」
の
対
に
通
じ
る
表
現
と
も
い
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
Ｂ
に
お
け
る
「
淡
海
」
「
倭
」
と
い
う
地
名
は
、
オ
ケ
・
ヲ
ケ

の
父
、
「
市
辺
天
皇
命
」
が
殺
さ
れ
た
地
Ⅱ
「
近
江
」
／
天
皇
が
坐
す
地

Ⅱ
「
大
和
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
が
孕
む
叙
事
を
示
す
一
方
、
「
淡

湖
」
「
叫
投
」
と
表
記
す
る
こ
と
で
対
に
し
た
、
重
層
的
な
表
現
性
を
も

つ
語
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
Ｄ
の
顕
宗
即
位
前
紀
に
お
け
る
名
告
り
詞
章
に
も
、
「
倭
」
が

示
さ
れ
て
い
る
。
「
倭
は
そ
そ
茅
原
浅
茅
原
弟
日
僕
ら
ま
」
と
、

冒
頭
に
「
倭
は
：
．
」
と
示
さ
れ
る
Ｄ
は
、
Ｂ
同
様
、
国
讃
め
の
形
式
を
と

る
。
ま
た
続
く
「
そ
そ
茅
原
浅
茅
原
」
に
つ
い
て
、
居
駒
永
幸
は
、

「
そ
そ
」
は
茅
が
風
に
揺
れ
る
擬
声
語
で
、
倭
の
国
を
讃
め
る
呪
詞
で
あ

（Ⅲ）

り
、
「
豊
葦
原
」
に
通
じ
る
始
原
の
風
景
と
す
る
。
Ｄ
に
お
け
る
「
倭
」

は
、
Ｂ
と
同
じ
く
、
天
皇
の
坐
す
地
を
示
し
、
さ
ら
に
続
く
Ｅ
で
「
石
上

矧
国
荊
刷
潤
罰
割
の
御
喬
僕
ら
ま
是
な
り
」
と
、
神
杉
の
根
元
を
切
り
、

末
枝
を
切
り
払
う
ご
と
く
天
下
を
平
定
し
た
…
と
、
そ
の
威
勢
を
表
現
す

る
。
「
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
名
告
り
の
中
心
と
な
る
の
は
Ｅ
で
あ
り
、

Ｄ
は
い
わ
ば
「
謎
か
け
」
的
な
詞
章
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
Ｄ
の
「
倭
」

は
、
「
播
磨
』
の
Ｂ
に
お
け
る
「
倭
」
「
山
投
」
が
、
「
天
皇
」
を
示
す

キ
ー
ワ
ー
ド
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
と
は
、
異
な
る
表
現
性
を
も
つ
と

い箔えよ諸っ。

以
上
、
『
播
磨
』
美
嚢
郡
志
深
里
条
に
お
け
る
オ
ケ
・
ヲ
ケ
の
「
詠
辞
」

が
、
そ
こ
に
複
数
掲
げ
ら
れ
る
地
名
が
孕
む
叙
事
ｌ
「
地
域
性
」
を
生
か

し
た
詞
章
で
あ
る
こ
と
を
考
察
し
て
き
た
。

錘
の
神
椙
本
伐
り
末
裁
一
一
に
冶
め
た
ま
ひ
し

三
、
美
嚢
郡
志
深
里
の
「
地
域
性
」
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ひ
た
ま
ひ
し
時
に
、
詞
調
剛
里
の
許
曽
の
社
に
到
り
て
、
勅
云
り
た

ま
ひ
し
く
、
「
こ
の
土
は
、
水
流
れ
甚
美
し
き
哉
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

故
れ
、
美
嚢
の
郡
と
号
く
。

志
深
の
里
〈
土
は
中
の
中
〉
志
深
と
号
く
る
所
以
は
、
例
瑚
訓
利
剣

刎
矧
、
こ
の
井
に
御
食
し
た
ま
ひ
し
時
に
、
信
深
貝
、
御
飯
の
筥
の

縁
に
遊
り
上
り
き
。
永
時
、
勅
云
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
こ
の
貝
は
、

阿
波
の
国
の
和
那
散
に
、
我
が
食
せ
る
貝
な
る
哉
」
と
の
り
た
ま
ひ

き
。
故
れ
、
志
深
の
里
と
号
く
。

こ
の
二
条
は
、
「
市
辺
天
皇
命
」
の
父
で
あ
る
「
伊
射
報
和
気
の
命
」

（
Ⅱ
履
中
天
皇
）
に
よ
る
、
一
連
の
志
染
里
巡
行
説
話
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
に
続
く
の
が
「
於
笑
・
哀
笑
の
天
皇
等
、
。
馴
封
に
坐
し
し

所
以
は
、
御
父
、
市
辺
の
天
皇
命
、
近
江
の
国
の
擢
綿
野
に
殺
さ
え
ま
し

し
時
に
、
日
下
部
の
連
意
美
を
率
て
逃
れ
来
て
、
惟
の
村
の
石
室
に
隠
り

た
ま
ひ
き
」
と
い
う
オ
ヶ
・
ヲ
ケ
記
事
で
あ
り
、
「
こ
の
土
」
「
惟
の
村
」

Ⅱ
「
美
嚢
郡
志
深
里
」
で
あ
る
。
美
嚢
郡
志
深
里
が
、
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
の
系

譜
に
連
な
る
オ
ケ
・
ヲ
ケ
が
鎮
座
し
た
地
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
、
「
播
磨
』
賀
毛
郡
玉
野
村
条
に
「
意
笑
・
衰
笑
二
は
し
ら
の
皇
子
等
、

こ
こ
で
も
う
一
点
、
オ
ケ
・
ヲ
ヶ
伝
承
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
美
嚢
郡

志
深
里
の
「
地
域
性
」
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
見

て
き
た
「
播
磨
』
美
嚢
郡
志
深
里
条
の
オ
ケ
・
ヲ
ケ
記
事
の
前
に
は
、
次

の
よ
う
に
美
嚢
郡
、
お
よ
び
志
深
里
の
地
名
起
源
護
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

国
の
造
許
麻
の
女
、
根
日
女
の
命
を
誹
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
、
根
日
女
、

已
に
命
に
依
り
詑
へ
き
。
永
時
、
二
は
し
ら
の
皇
子
、
相
辞
び
て
姿
ひ
た

雲
の
郡
の
志
深
の
里
の
高
野
の
宮
に
坐
し
て

美
嚢
と
号
く
る
所
以
は
、
昔
、

兄
の
伊
射
報
和
気
の
命

山
部
の
小
楯
を
遣
り
て
、

国
を
堺

栩
創
制
ｕ
Ⅷ
封
。

こ
れ
ら
は
『
播
磨
」
美
嚢
郡
志
深
里
条
の
「
更
、
還
り
下
り
て
、
宮
を

こ
の
士
に
造
り
て
坐
し
き
。
故
れ
、
高
野
の
宮
・
少
野
の
宮
・
川
村
の

宮
・
池
野
の
宮
あ
り
」
と
通
じ
る
も
の
だ
が
、
こ
の
類
似
に
つ
い
て
大
久

間
喜
一
郎
は
、
『
日
本
書
紀
」
が
「
播
磨
』
を
参
考
に
し
た
も
の
と
す
る

脚、これらはむしろ、青木周平が述べるように、両書が直接関

係
に
あ
る
と
い
う
よ
り
、
原
資
料
段
階
で
の
交
渉
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る

（旧）う
。
そ
し
て
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
仁
賢
元
年
正
月
乙
酉
条
の

「
其
の
殿
の
柱
、
今
に
至
る
ま
で
に
朽
ち
ず
と
い
ふ
」
と
い
う
記
述
で
あ

る
。
こ
れ
は
当
時
に
お
い
て
、
オ
ケ
・
ヲ
ケ
伝
承
を
物
語
る
「
物
的
証

拠
」
と
し
て
の
「
宮
柱
」
が
、
「
縮
見
の
高
野
」
に
残
っ
て
い
る
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
縮
見
」
Ⅱ
「
志
深
」
は
、
「
殿
の
柱
」
と
い

う
確
か
な
「
証
拠
」
を
も
つ
こ
と
で
、
オ
ケ
・
ヲ
ケ
ゆ
か
り
の
地
と
い
う

「
地
域
性
」
を
、
有
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

ま
は
ざ
り
き
」
と
あ
る
こ
と
に
も
窺
え
る
。
さ
ら
に
『
日
本
書
紀
』
顕
宗

元
年
正
月
己
巳
条
・
仁
賢
元
年
正
月
乙
酉
条
の
「
或
本
」
に
は
、
オ
ケ
・

ヲ
ケ
の
宮
に
つ
い
て
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

・
顕
宗
元
年
正
月
己
巳
条

或
本
に
云
は
く
、
弘
計
天
皇
の
宮
、
二
所
有
り
。
一
の
宮
は
少
郊
に
、

二
の
宮
は
池
野
に
あ
り
と
い
ふ
。
又
或
本
に
云
は
く
、
甕
栗
に
宮
つ

く
り
た
ま
ふ
と
い
ふ
。

・
仁
賢
元
年
正
月
乙
酉
条

或
本
に
云
は
く
、
億
計
天
皇
の
宮
は
二
所
有
り
。
一
の
宮
は
川
村
に
、

二
の
宮
は
縮
見
の
高
野
に
あ
り
。
其
の
殿
の
柱
、
今
に
至
る
ま
で
に
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本
稿
で
は
『
播
磨
』
美
嚢
郡
志
深
里
条
の
オ
ケ
・
ヲ
ケ
の
「
詠
辞
」
１

名
告
り
の
詞
章
を
中
心
に
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
「
地
域
性
」
に
つ
い
て
考

察
し
て
き
た
。
本
記
事
に
つ
い
て
は
、
説
話
本
文
の
分
析
、
『
日
本
書
紀
』

『
古
事
記
』
と
の
関
連
等
、
多
角
的
な
点
か
ら
論
じ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

甚
だ
不
十
分
な
論
考
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
こ
の
詞
章
自
体

の
分
析
を
ふ
ま
え
た
上
で
さ
ら
に
追
求
す
べ
き
課
題
と
し
て
、
小
稿
を
閉

じたい。
注
（
１
）
瀬
間
正
之
「
文
字
言
語
か
ら
観
た
中
央
と
地
方
１
大
宝
令
以
前
ｌ
」

（
『
文
学
・
語
学
」
二
一
二
号
二
○
一
五
・
四
）

（
２
）
溝
口
睦
子
「
記
紀
二
書
の
比
較
ｌ
顕
宗
・
仁
賢
紀
の
場
合
ｌ
」
（
壹

味
智
英
先
生
還
暦
記
念
上
代
文
学
論
叢
」
桜
楓
社
一
九
六
八
）
、

尾
崎
知
光
「
播
磨
国
風
土
記
に
お
け
る
意
笑
哀
笑
二
皇
子
の
伝
承
」

（
『
古
事
記
考
説
』
和
泉
書
院
一
九
八
九
）
、
長
野
一
雄
「
弘
計
・

億
計
二
皇
子
の
説
話
」
（
『
古
代
説
話
の
文
学
的
研
究
」
井
関
書
店

一
九
八
六
）
、
大
久
間
喜
一
郎
「
意
祁
・
哀
祁
の
流
浪
伝
承
の
構
成
」

（
『
國
學
院
雑
誌
』
第
八
七
巻
五
号
一
九
八
六
・
五
）
、
三
浦
佑
之

「
話
型
の
伝
承
性
ｌ
オ
ヶ
王
と
ヲ
ヶ
王
ｌ
」
二
古
代
叙
事
伝
承
の
研

究
』
勉
誠
社
一
九
九
二
）
、
青
木
周
平
「
弘
計
・
億
計
二
王
」
亀
青

木
周
平
著
作
集
中
巻
』
お
う
ふ
う
二
○
一
五
、
初
出
『
古
代
文

※
本
稿
は
、
平
成
二
七
～
三
○
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
「
近

世
～
近
代
に
お
け
る
風
土
記
研
究
と
郷
土
意
識
に
関
す
る
研
究
」
（
課

題
番
号
一
五
Ｋ
○
二
二
一
二
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

お
わ
り
に

学
の
歌
と
説
話
」
若
草
書
房
二
○
○
○
）
、
飯
泉
健
司
「
播
磨
国

風
土
記
オ
ヶ
・
ヲ
ヶ
伝
承
考
Ｉ
作
成
者
の
〈
論
理
〉
〈
視
点
〉
〈
表

現
〉
ｌ
」
舎
菅
野
雅
雄
博
士
古
稀
記
念
古
事
記
・
日
本
書
紀
論
究
』

お
う
ふ
う
二
○
○
二
）
な
ど
。
ま
た
「
名
告
り
」
の
詞
章
分
析
を

中
心
と
し
た
も
の
と
し
て
、
大
脇
由
紀
子
「
飯
豊
王
と
「
詠
の
名
告

り
」
ｌ
『
古
事
記
」
の
話
素
の
機
能
ｌ
」
（
「
中
京
国
文
学
」
二
一

二
○
○
二
・
三
）
、
田
中
夏
陽
子
「
清
寧
記
の
名
告
り
の
詞
章
に
つ
い

て
ｌ
「
立
赤
幡
見
者
」
の
解
釈
を
中
心
に
ｌ
」
ｓ
昭
和
女
子
大
学
大

学
院
日
本
文
学
紀
要
』
七
一
九
九
六
・
三
）
、
吉
田
修
作
弓
詠
」

論
ｌ
ヲ
ケ
ノ
命
の
名
告
り
と
乞
食
者
詠
ｌ
」
含
こ
と
ば
の
呪
性
と
生

成
」
お
う
ふ
う
一
九
九
六
）
、
同
「
託
宣
の
こ
と
ば
ｌ
神
の
名
告

り
・
説
話
・
文
字
ｌ
」
（
『
葱
り
来
る
こ
と
ば
と
伝
承
』
お
う
ふ
う

二
○
○
八
）
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
本
文
の
引
用
は
、
以
下
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
、
適
宜
改
め
た
。

『
風
土
記
」
『
日
本
書
紀
」
「
古
事
記
』
「
万
葉
集
』
…
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
（
小
学
館
）
、
『
続
日
本
紀
」
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩

波書店）

（
４
）
『
風
土
記
」
解
説
（
角
川
文
庫
一
九
七
○
）
。
同
「
新
嘗
の
詰
詠

の
文
学
」
亀
古
事
記
研
究
大
系
８
』
高
科
書
店
一
九
九
三
）

（
５
）
吉
田
修
作
「
「
名
告
り
」
考
ｌ
託
宣
の
こ
と
ば
と
古
代
の
文
学
ｌ
」

（
『
武
蔵
野
文
学
』
五
六
二
○
○
八
・
十
二
）

（
６
）
な
お
風
土
記
歌
謡
の
表
記
に
お
い
て
、
問
題
に
な
る
の
が
『
播
磨
』

逸
文
・
明
石
駅
家
条
（
『
釈
日
本
紀
」
所
収
）
で
あ
る
。
本
記
事
は
、

仁
徳
天
皇
の
御
代
、
明
石
か
ら
淡
路
島
ま
で
朝
夕
、
船
で
水
を
汲
み

天
皇
に
献
上
し
て
い
た
が
、
あ
る
朝
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
「
歌
を
作
み
て
（
水
の
献
上
を
）
止
み
に
き
。
唱
に
日
ふ

（故作し歌而止、唱日）」として、
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（７）（８）（９）
能
性
も
あ
る
か
。

住
吉
之
大
倉
向
而
飛
者
許
曽
速
烏
云
目
何
速
鳥

（
住
吉
の
大
倉
に
向
か
ひ
飛
ば
ぱ
こ
そ
速
烏
と
云
は
め

何そ速鳥）

と
記
載
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
歌
」
は
オ
ケ
・
ヲ
ケ
の
「
詠

辞
」
同
様
、
表
意
・
表
音
混
清
体
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
以
前
、
明
石
郡
と
美
嚢
郡
の
原
資
料
に
お
け
る
共
通
性
を
指
摘
し

た
が
（
拙
稿
「
風
土
記
歌
謡
か
ら
見
え
る
も
の
Ｉ
『
播
磨
国
風
土
記
」

逸
文
・
「
速
烏
」
歌
を
中
心
に
ｌ
」
『
国
語
と
国
文
学
』
第
九
十
巻
第

五
号
二
○
一
三
・
五
）
、
本
稿
の
「
詠
辞
」
は
ウ
タ
で
は
な
い
た
め
、

明
石
駅
家
条
の
「
歌
」
と
は
性
質
を
異
に
す
る
こ
と
、
ま
た
『
播
磨
」

は
じ
め
、
他
国
風
土
記
、
記
紀
と
も
に
ウ
タ
（
歌
謡
）
は
、
一
字
一

音
表
記
さ
れ
る
点
よ
り
、
さ
ら
に
一
考
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
別
途
考
え
た
い
が
、
明
石
駅
家
条
の
「
歌
」
が
、
ほ

ぼ
五
七
五
七
七
と
短
歌
形
体
に
整
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
「
万
葉
集
』

に
見
ら
れ
る
表
意
・
表
音
混
清
体
と
、
同
一
の
表
記
意
識
に
よ
る
可

大
久
間
、
同
注
（
２
）

「
淡
海
者
洲
割
国
」
と
い
う
表
現
の
祝
福
性
に
つ
い
て
は
、
次

に
掲
げ
る
『
常
陸
』
茨
城
郡
田
余
里
条
が
、
参
考
に
な
ろ
う
。

郡
の
東
十
里
に
、
桑
原
の
岳
あ
り
。
昔
、
倭
武
の
天
皇
、
岳
の

上
に
停
留
り
た
ま
ひ
て
、
御
膳
を
進
奉
り
た
ま
ふ
。
時
に
、
水

部
を
し
て
新
た
に
清
井
を
掘
ら
し
め
た
ま
ふ
に
、
出
泉
浄
く
香

り
、
飲
喫
む
に
尤
好
か
り
し
か
ぱ
、
勅
云
り
し
た
ま
ひ
し
く
「
能

長
野
、
同
注
（
２
）

；

。

く
淳
れ
る
水
哉
（

少
〉
こ
と
の
り
た
ま
ふ
。
是
に
由
り
て
、
里
の
名
を
今
、
田

能
淳
水
哉
〈
俗
云
→
｜
与
久
多
麻
礼
流
弥
津
可

（
岨
）
三
浦
、
同
注
（
２
）

（
Ⅱ
）
大
久
間
喜
一
郎
・
居
駒
永
幸
編
『
日
本
書
紀
「
歌
」
全
註
釈
」
（
笠

間
書
院
二
○
○
八
）

（
吃
）
大
久
間
、
同
注
（
２
）

（
Ｂ
）
青
木
周
平
「
風
土
記
と
記
紀
の
関
係
ｌ
播
磨
国
風
土
記
オ
ケ
・
ヲ

ヶ
説
話
を
中
心
に
Ｉ
」
（
『
上
代
文
学
」
第
九
八
号
二
○
○
七
・
四
）
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